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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　新藏様～有料老人ホーム「江陽五丁目」
本日 入所判定会議により受入れ可否が確定するとの事。受入れ可能の場合、3月上旬頃の目途。

・八幡　敏子様～（株）サンメディカルへTEL。車椅子レンタル解約済。

・関川　トセ様～ＣＳA①未契約だったため、

・類家　健　様～➊業者洗濯➋ＣＳA②　同時契約中だったため、家族へ連絡し

・山本　キリ様～本日 介護保険(新規)認定調査実施。
・尾下登美男様
・岩木　君江様～本日 GH「ひまわり」訪問調査実施。

・田沢由太郎様～3/3（火）14：00　ケアマネ面会予定　介護保険申請もすすめるとの事。

・平内　直治様～画像検査（胸部CT）上、肺炎所見なし。
補液1本追加。過鎮静疑い2/25～の処方薬レキサルティ・リスパダール除剤の指示。

＜食事形態変更＞
・石田 松春様～栄養より、Hb9.7　と低いため、明朝から貧血食へ変更。小皿なしで貧血ゼリーがつきます。

＜要注目患者様情報＞
・鶴ケ崎　誠様～午前体温37.9℃あるもクーリングにて解熱。他バイタルサイン異常なく酸素飽和度低下なし。痰鳴あり適宜吸引実施。食事は各食不摂取、朝食後薬も服薬できずスキップしている。

・風間　和子様～午前体温38.6℃あるもクーリングにて解熱。他バイタルサイン異常なく酸素飽和度低下なし。食事は不摂取から1/3、朝は服薬も困難でスキップしている。点滴滴下不良にて刺し替えしている。日中排尿あり150ｇ、茶色尿である。

・上野　カヨ様～落ち着いて座ることなく、立って他患者さんのところへ話し掛けに行く様子あり。

・菰田　静子様～危険行為なく過ごされる。

・中川　秀雄様～家に行ってくると話されるも易怒性なく笑顔も見られている。

＜金Dr担当患者様情報＞
・坂本　愛子様
・差ヶ久保清文様
・出町　京子様～身体・精神状態の変化なし。退院支援すすめるようにとの事。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年2月24日　12：12
氏　　名：橋本武志（はしもとたけし）様
生年月日：昭和22年9月23日(78歳)
病　　名：脳血管性認知症
性　　別：男性
主 治 医：深澤Dr　 担当看護師：小山Ns
入院形態：医療保護
病　　棟：南病棟Aユニット121号室

H28年6月心原性脳梗塞発症。八戸市立市民病院へ救急搬送となり入院。その後、麻痺・運動機能障害の残存はなかったものの運動性失語が顕著に出現していた　ため、言語リハビリテーション目的により美保野病院へ転院。 しかし、本人の病識なく入院1ヶ月半後に無断離院し、強制退院となった。以後、大里脳神経リハビリテーションクリニック（糖尿病・心臓疾患のフォロー）にて薬物療法継続。失語症状は持続し記憶・見当識障害などの認知機能障害も徐々に悪化。他、アルコールの乱用や家族への粗暴性などにより日常生活への支障を来す状態となったため、同クリニック紹介によりH30年11月13日当院初診。 定期通院・薬物療法開始となった。今回 同居家族(妻）の手術予定あり。その間レスパイト目的に　　より南病棟Aユニット121号室へ医療保護入院となる。

